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	本研究の目的は、医療連携の確立に向けて、全国82医科大学における鍼灸教育の現状と今後の展望を調査することである。さらに、こうした成果を医科大学（医学部）の卒前・卒後教育に鍼灸を明確に位置づけるための資料とする。
	なお、本研究は（一社）日本東洋医学会学術教育委員会及び、日本漢方医学教育協議会の協力により実施した。

